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～ 避難所について学び災害時に備え支援につなげましょう ～ 

 

昨年１０月に発生をした台風１９号においては、市内各所でも浸水被害の発生、城山ダムの緊急

放流があり、実際に避難所へ行かれたご利用者様や避難に関する相談もあったと思います。 

災害発生後の避難所では、どのような問題に直面するのでしょうか？皆さんの関わっている利用

者の方々が安心して避難できる避難所とはどのような避難所なのでしょうか？ 

今回は、避難所運営ゲーム「HUG（ハグ）」を使い、避難所での出来事や避難者への対応を模

擬体験することで、自助・共助・公助を利用者の目線で学び、もしもの時にどう動くかを一緒に考

えてみませんか。 

  

 

 

 

 

 

 

日時：令和２年１０月１４日（水）１４：００～１６：００ 

受付開始時刻：１３：３０～ 

場所：平塚市教育会館 ３階 大会議室（平塚市浅間町１２－４１） 

対象：居宅介護支援連絡会会員、訪問看護連絡会会員、平塚保健福祉事務所職員等 

定員：最大４０名まで（先着順） 

内容：避難所運営ゲーム HUG （６０分）、 

休憩（１５分）、質疑応答等（30分） 

講師：平塚市市長室 災害対策課職員 

担当：ひらつか地域介護システム会議 事務局 

 

 

 

 

※4 か所の駐車場を庁舎及び文化ゾーン施設の共通駐車場として相互利用できます。 

３階 会場大会議室に駐車券をお持ちください、駐車券の認証をいたします。 

認証を受けますと１時間無料となり、1 時間を超えての利用は 30 分につき１００円となります。 

感染症対策を徹底し開催いたします。 

ＨＵＧとは・・・ 

避難所運営をみんなで考える為のひとつのアプローチとして静岡県が開発したものです。避難者の年齢や性別、

国籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカードを避難所の体育館や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置

できるか、また避難所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを擬似体験するゲームです。 

ＨＵＧはＨ（避難所）、Ｕ（運営）、Ｇ（ゲーム）の頭文字を取ったもので、英語で「抱きしめる」という意味で

す。避難者を優しく受け入れる避難所のイメージと重ね合わせて名づけられました。 

 

 

 

 

令和２年度 ひらつか地域介護システム会議「避難所運営ゲーム ＨＵＧ（ハグ）」 

 

 



申込み先ＦＡＸ：３５－６０３８(平塚栗原ホーム) 

令和２年度 ひらつか地域介護システム会議 「避難所運営ゲーム ＨＵＧ（ハグ）」申込書  

 

 

申 込 票 

※1 施設 1名まで 

事業所名 

参加者      氏名：                ） 

３密を避けるため、通常開催における人数を制限しております。 

お申込多数の場合、人数を調整させていただく場合がございます。 

締切：令和２年１０月２日（金） 

 

 

 

お問合せ先：平塚市社会福祉協議会 平塚栗原ホーム 

                 ひらつか地域介護システム会議 担当 

TEL:35-6060 FAX:35-6038 
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